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研究成果の概要（和文）：スペインでは，一般に「スペイン語」と呼ばれている「カスティーリ

ャ語」以外に，カタロニア語，ガリシア語，バスク語などが用いられている。本研究では，こ

れら４つの言語の統語的（文法的）特徴を 23項目にわたって記述した一覧を作ってその比較を

容易にし，またそれぞれの言語についての論文を発表して，多言語国家の言語使用状況の理解

と語学教育に貢献した。 

 
研究成果の概要（英文）：This project focuses on the four major languages spoken in Spain, 
Castilian (Spanish), Catalan, Galician and Basque. It provides 23 tables that compare 
the syntactic properties of these languages and four monographs about them. Together they 
show some aspects of the actual situation of a multilingual nation, and provide insight 
and recommendations for foreign language instruction. 
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１．研究開始当初の背景 
 スペインの諸言語それぞれに関する研究
は，近年我が国においても進展が著しく，多
くの成果が公にされている。特に社会言語学
的な観点からの論考が増えてきた。しかし各
言語の構造そのものを単一の視点から横断
的に扱おうとする試みは，まだ十分とは言え
なかった。 

 特に統語論の事象は複雑な諸要因が関与
していることから，実用的にも理論的にも重
要な分野であるにもかかわらず，その言語間
の対比研究には，なお開発の余地と必要性が
大いにあった。 
 
２．研究の目的 
 本研究は，上記の問題を克服すべく，スペ
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インの主要な４つの言語，即ちカスティーリ
ャ語（スペイン語），カタロニア語，ガリシ
ア語，バスク語を研究する研究者がチームを
組んで，統一的な基準で記述したリファレン
ス資料を作成することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 各人が１つの言語を担当する 4人から成る
チームを作り，共通資料体と，記述すべき統
語論のテーマを決定した。 
 共通資料体には，『ハリー・ポッターと賢
者の石』，『星の王子さま』の各言語版を選ん
だ。いずれかの言語に比重が偏るのを避ける
ため，原作が他言語で書かれており，20世紀
を舞台とし，平易な表現が用いられ，地の文
も会話文も多出するからである。 
 『ハリー・ポッターと賢者の石』では，次
の訳書の第Ⅰ～Ⅵ章を対象とした。『星の王
子さま』と均等の分量にして，かつ，対象を
なるべく日常的な場面を扱った部分に限定
するのが、その理由である。1. カスティー
リャ語版：J.K.Rowling, Harry Potter y la 
piedra filosofal. Traducción de Alicia 
Dellepiane, Ediciones Salamandra, 
Barcelona, 200232, pp.9-13。2. カタロニア
語版：J.K.Rowling, Harry Potter i la pedra 
filosofal, Traducció de Laura Escorihuela, 
Editorial Empúries, Barcelona, 200216, 
pp.7-11。3. ガリシア語版：J.K.Rowling, 
Harry Potter e a pedra filosofal, 
Traducción de Marilar Aleixandre, 
Editorial Galaxia & Ediciones Salamandra, 
Vigo, 20022, pp.9-12。4. バスク語版：
J.K.Rowling, Harry Potter eta 
sorgin-harria, Traducción de Iñaki 
Mendiguren, Elkarlanean & Ediciones 
Salamandra, Donostia (San Sebastián), 
2000, pp.7-11。 
 『星の王子さま』では，次の訳書の全編を
対象とした。1. カスティーリャ語版：
Antoine de Saint-Exupéry, El principito, 
Traducción de Bonifacio del Carril, Yohan 
Publishing, Tokio, 200210。2. カタロニア
語版：Antoine de Saint-Exupéry, El petit 
príncep, Traducció de Joan Xancó, 
Editorial Laia, Barcelona, 19843。3. ガリ
シア語版：Antoine de Saint-Exupéry, O 
pincipiño, Traducción de Carlos Casares, 
Editorial Galaxia, Vigo, 200213。4. バス
ク語版：Antoine de Saint-Exupéry, Printze 
txikia, Traducción de Iñaki Sipiri, 
Txertoa Argitaldaria, Donostia (San 
Sebastián), 1993。 
 本研究の対象とする４言語の対比として，
これらのテクストが利用されたのは，これが
初めてだと思われる。 
 記述すべき統語論のテーマとして次の 21

項目を選び，概論として「歴史」，「現状」を
付け加えた。「肯定文と否定文」，「平叙文」，
「疑問文」，「命令文」，「感嘆文」，「主語など」
「直接目的語など」，「間接目的語など」，「SV
構文」，「SVC構文」，「SVO 構文」，「SVOO 構文」，
「SVOC構文」，「態」，「使役」，「再帰」，「単文
と複文，重文」，「名詞節」，「形容詞節」，「副
詞節」，「比較級，最上級」。 
 平成 19年度は，2回の研究会を開催し，各
言語に関する発表を行った。発表者と題目は
以下のとおりである。福嶌教隆：「カスティ
ーリャ語の統語論的諸トピックについて」，
長谷川信弥：「カタロニア語の統語的特徴 
(1)」，浅香武和：「現代ガリシア語における
動詞体系の問題点」，吉田浩美：「バスク語の
統語的特徴」。 
 構成員は，ある言語で見られる現象が他の
言語では見られない，といった事例を知る機
会が多く，互いの知識を交換して，非常に刺
激的な研究会であった。 
 また同年度より研究報告書の執筆を開始
した。 
 平成 20 年度は，2 人の構成員（福嶌教隆，
浅香武和）がスペインで現地調査と資料収集
を行った。また，研究報告書の執筆を継続し
た。 
 平成 21年度は，研究会を開催し，各言語
に関する発表を行った。発表者と題目は以下
のとおりである。福嶌教隆：「creer 疑問文の
従属動詞の叙法について」，長谷川信弥：「カ
タロニア語諸方言における動詞直説法現在
の活用パターンについて」，浅香武和：「ガリ
シアアカデミアの最近の見解について」，吉
田浩美：「バスク語アスペイティア方言の〈絶
対格 NP―動詞―da 助動詞〉の構造による非
人称表現」。 
 この年度の研究会は，報告書に掲載する論
考を念頭においての発表が多く，内容をめぐ
って長時間にわたる討議が行われた。 
 また，3人の構成員（長谷川信弥，浅香武
和，吉田浩美）がスペインで現地調査と資料
収集を行った。研究報告書の執筆を続け，編
集・印刷を経て刊行した。 
 
４．研究成果 
 平成 21年 3月 31日，研究報告書を刊行し
た。題名：『現代スペインの諸言語に関する
統語的研究』。著者：福嶌教隆，長谷川信弥，
浅香武和，吉田浩美。構成：第 1章「研究概
要」，第 2 章「スペインの諸言語の統語論対
比一覧」，第 3 章「スペインの諸言語の統語
的研究」，第 4 章「スペインの諸言語の対比
テクスト１」，第 5 章「スペインの諸言語の
対比テクスト２」，第 6 章「スペインの諸言
語に関する日本における文献一覧」。A４版，
216ページ，160部。 
 本報告書は，「スペインの諸言語のロゼッ



 

 

タ・ストーン」，あるいは「現代の Biblia 
Políglota Complutense（アルカラ大学多言
語訳聖書）」を目指すものである。 
 第 1章「研究概要」は，本研究の趣旨の説
明に充てられている。また，この章の前に構
成員の平成 19～21 年度の研究・教育業績の
一覧を掲げている。 
 第 2章「スペインの諸言語の統語論対比一
覧」は，23項目について４言語の基本的な記
述を行ったものである。１つの言語に半ペー
ジを充て，2 ページ見開きの形で４つの言語
の特徴が比べられるようになっている。例文
は，できる限り共通資料体から採取するよう
につとめ，統一性を保っている。これまで類
例のない，理論的かつ実用的に有意義な試み
であると思われる。 
 第 3章「スペインの諸言語の統語的研究」
は４つの論考から成っている。その内容は以
下のとおりである。福嶌教隆：「『ハリー・ポ
ッターと賢者の石』第Ⅰ～Ⅵ章（カスティー
リャ語版）の叙法について」（研究資料），長
谷川信弥：「カタロニア語 quan節における法
選択について」（論文），浅香武和：「ビラノ
バ・デ・オスコス文書に見る中世ガリシア語
の人称不定詞について」（論文），吉田浩美：
「バスク語の助動詞と動詞単純形の形態～
共通バスク語と三つの方言の比較～」（論文）。 
 第 4章「スペインの諸言語の対比テクスト
１」は，『ハリー・ポッターと賢者の石』の
冒頭の数ページの諸言語版（英語，カスティ
ーリャ語，カタロニア語，ガリシア語，バス
ク語，日本語）が見開きの形で示され，それ
ぞれの特徴が対比できるようになっている。 
 第 5章「スペインの諸言語の対比テクスト
２」は，『星の王子さま』の第Ⅰ～Ⅱ章の諸
言語版（フランス語，カスティーリャ語，カ
タロニア語，ガリシア語，バスク語，日本語）
が同じく見開きの形で示されている。 
 第 6章「スペインの諸言語に関する日本に
おける文献一覧」は，これまでに蓄えられた
知見の存在を知らしめる目的で編まれた章
である。配列は著者名アルファベット順で，
扱われた言語を左端に記号で記し，検索を容
易にしている。 
 刊行後は，構成員 1人が 40部ずつ担当し，
ほぼ全部数を関係研究機関，研究者に配布し
た。 
 本研究は，カスティーリャ語，カタロニア
語，ガリシア語というロマンス語だけでなく，
全く系統の異なるバスク語をも対象とする
ことによって，広い視野を得ている。また，
いずれの言語にも偏らず４方向から均等に
照射することによって，スペインの言語状況
を隈なく浮かび上がらせる点が大きな特徴
である。せっかく軌道に乗った共同研究であ
り，課題はまだまだあるから，今後も発展さ
せていきたい。 
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